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２００８年４月２８日 

株式会社 ジーエス･ユアサ テクノロジー 

 

 

ジーエス･ユアサ テクノロジー製の宇宙用リチウムイオン電池が 

ＪＡＸＡコンポーネントとして初めて登録される 

 

 

 

株式会社 ジーエス･ユアサ テクノロジー（社長：永井 謙吾、本社：京都府福知山市。以下、ＧＹＴ）が、

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（理事長：立川 敬二、本社：東京都調布市。以下、ＪＡＸＡ） 

研究開発本部（URL ： http://www.iat.jaxa.jp/）殿からの委託を受けて開発した宇宙用リチウムイオン電池

「ＪＭＧ０５０」（容量５０Ａｈ）と「ＪＭＧ１００」（同１００Ａｈ）が、２００８年４月２１日付でＪＡＸＡコンポーネントとして

初めて登録されました。 

ＪＡＸＡコンポーネント登録とは、ＪＡＸＡ研究開発本部殿が開発したコンポーネントやデバイスをＪＡＸＡデータ

ベースに登録・開示する制度であり、仕様を明確に定義し、国内外に情報を提供するものです。 

 

ＧＹＴはＧＳユアサ グループにおいて、特殊用途の電池・電源を開発・製造・販売する会社で、海洋・航空

宇宙分野（６，５００ｍの深海から、上空３６，０００ｋｍの宇宙空間まで）のあらゆる特殊環境フィールドで、

高性能かつハイグレードな電池・電源をお届けしています。 

 

ＧＹＴ製宇宙用リチウムイオン電池は大容量ならびにその優れた寿命性能が評価され、宇宙環境下における

人工衛星などへの利用のための品質確認や供給体制など、さまざまな評価を経て、今回の登録に至り

ました。 

これは、ＪＡＸＡ登録がなされた第１号のリチウムイオン電池であり、今後、本電池が国内のみならず海外の

宇宙開発に広く使用されることを期待しております。さらに、今後も第２、第３の登録電池の開発を予定して

います。 

  

【コンポーネント登録された電池の概要】 

項  目 仕  様 

名称 宇宙用リチウムイオン電池 

部品番号 ＪＭＧ０５０ ＪＭＧ１００ 

適用仕様書 ＪＸ－ＥＳＰＣ－１００３２１ 

公称容量 ５０Ａｈ １００Ａｈ 

平均放電電圧 ３．７Ｖ 

質量 １５１０ｇ ２８００ｇ 

寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） １３０×５０×１２３（ｍｍ） １３０×５０×２０８（ｍｍ） 

セル形状 長円筒形 

寿命 低軌道    ３０，０００サイクル、５年以上＠２５％ＤＯＤ 

静止軌道   １，５００サイクル、１５年以上＠８０％ＤＯＤ 

運用温度範囲 ５～４０℃ 
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【用語の説明】 

コンポーネント 機械製品（人工衛星）を構成する主要部品 

ＤＯＤ 公称容量に対する放電容量の比率 （Ｄｅｐｔｈ ｏｆ Ｄｉｓｃｈａｒｇｅの略語）

 

【写真】 

株式会社 ジーエス･ユアサ テクノロジーが独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）殿からの委託を

受けて開発した宇宙用リチウムイオン電池「ＪＭＧ０５０」（左）と「ＪＭＧ１００」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］ 

 株式会社 ジーエス･ユアサ テクノロジー 営業部 営業第一グループ   ＴＥＬ ０３－３５９７－２３００ 
［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］ 
 株式会社 ジーエス･ユアサ コーポレーション 広報室             ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４ 


